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｢地図作製者」 としてのニック・キャラウェイ

山路雅也

I

『偉大なるギャツビー』(T"G""QzjShy,1925)を， ジャズ･エイジ(the
JazzAge)の旗手， フィッッジエラルド(F･ScottFitzgerald)の代表作と
見倣しても異論を唱える者は殆どいない筈だ。作品の背景は，咽ぶような
繁栄の香気が辺りに立籠めていた20年代アメリカ。 この狂騒の時代を作
者は見事に活写し，哀しくも美しいこのジャズ・エイジの恋愛絵巻に，眩
いばかりの華麗な彩を添えている。
語り手のニック(NickCarraway)はそんな作品の冒頭で唐突にも，彼と
主人公ギャツビーの暮らすウエスト･エッグ(WestEgg)とヒロイン，デイ
ジー(DaisyBuchanan)の住むイースト ・エッグ(EastEgg)の地理的構図
を，次の様に明示するのである。

Itwasamatterofchancethatlshouldhaverentedahouseinoneof

thestrangestcommunitiesinNorthAmerica. Itwasonthatslender
riotousislandwhichextendsitselfdueeastofNewYorkandwhere

thereare,amongothernaturalcuriosities, twounuSualformationsof
land. Twentymilesfromthecityapairofenormousegg, identical
incontourandseparatedonlybyacourtesybay, jutoutintothemost
domesticatedbodyofsaltwater intheWesternHemisphere, the
greatwetbarnyardofLonglslandSound. Theyarenotperfect
orvals-liketheeggintheColumbusstorytheyarebothcrushedaat
atthecontactend-buttheirphysical resemblancemustbeasource
ofperpetualconfusiontothegullsthatHyoverhead. (pp.7-8)')

｢空飛ぶ鴎」の視点から捉えられた地理的構図一｢形ばかりの入江」に
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隔てられて向かい合う 「巨大な卵」の如き 「二つの奇妙な形をした土地」
－．それは次に掲げる様な日頃見慣れた地形図として，我々の脳裏に浮
かび上がる筈だ。語り手であるニックは作品を物語るに先立ち，一枚の地
図を我々に差し出していたのである。
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作品の随所に錐められた盛大で華麗なるパーティ， シャンパンの飛沫越
しに交わされるフラッパーと伊達男の甘美な愛の嚥き，最新のリズムにの
せて奏でられる扇情的なジャズの響き。それ等に思いを馳せつつこの一見
何の変哲も無い地図を眺めるならば， それが華麗極まりないこの作品の冒
頭を飾るものとしては些か地味で平凡に過ぎるのでは， といった感は否め
まい。だが敢えてニックはそれを， このジャズ・エイジの恋愛絵巻を締く
に当たり冒頭に掲げるのである。
本論では， この地図が作品の冒頭で敢えて差し出される意図を明らかに
した上で， この作品におけるその役割を探ってゆきたい。
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若林幹夫は，航空写真との比較を足掛かりに地図というものの本質を浮
き彫りにしている。若林は航空写真と地図の相違点，即ち前者が「飛行機
の上から見えたままの世界」をただ「写し取る」に止まっているのに対し，
後者は「様々な記号，様々な色によって地球表面上の諸現象」を「表現＝
再現re-PreSent｣2)する点を強調する。 「言語的な概念と同じく，記号のシ
ステムによって世界の様態を記述するものであるという点で」若林は， 「地
図とは世界そのものではなく，人間によって捉えられた世界の『概念』で
あり 『像・イメージ』である｣3)と説いている。
更に若林は， こうした世界の概念図とでも言うべき地図に関して，次の

様な見解を示している。

地図作製者は，世界という多様|生に満ちた存在のなかから， 自らが作製
する地図に記載されるべき現象を選び取り，選び取られた現象に関する
情報を，記号という形で地図の上に描き込んでゆく。 こうして描かれた
地図＝世界像力ざ人に読み取られる時， そこに立ち上がるのは地図が描き
取った対象としての世界の文字通りの「再現」ではない。それは地図製
作者によって「意味」 として読み取られ，解釈された世界であり， さら
に読み手によってふたたび読み取られ，再解釈された世界なのだ。
このことを言い表すより適当な表現としては, ｢地図とは世界に関する

テクストである」 と言うべきであろう。 「テクスト」 とは描く （書く）営
みと読む営みとが出会い§それによって意味が生産される空間である。
テクストは，世界を「ありのまま」に写しだす中性的で透明な空間では
ない。描き手には描き手の，読み手には読み手の世界像や規範，価値意
識や欲望があり， それら力苛描かれ，読まれる世界に固有の構造や表情を
与え，そこから様々な意味＝｢世界」力ざ生産される。地図とはそのような
世界像の生産の場である｡4）

若林ｶｺ示すこの見解は，先の疑問－－－作品の冒頭で語り手ニックにより
一枚の地図が唐突に差し出される意図とは何か－に対する答えとなろう
若林の指摘通り，ニックが差し出した地図もまた， 『偉大なるギャツビー』
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という一個の作品の「世界に関するテクスト」に他ならず， それは， これ
からこの作品世界に旅立とうとする読者にとっての旅(解釈)の指針とし
て機能すべ<，作品の冒頭で真っ先に提示されていたのである。
『偉大なるギャツビー』の真の読者たらんと欲するならば，我々は， この

地図の良き 「読み手」 とならねばならぬのだ。そして我々がこの地図の読
解に励む時， ニックは語り手のみならず「地図作製者」 としての相貌をも
俄然深めだし， 「選び取られた現象に関する情報を…描き込」み始めるの
だ。そしてそんな「地図作製者」 としてのニックの「描く （書く）営み」 と
我々読者の「読む営み」が， この冒頭で提示された地図の上で交錯する時，
『偉大なるギャツビー』 という，一個の作品世界が「生産」されるのであ
る。

|Ⅱ1

ニックは「地図作製者」として， 『偉大なるギャッビー』という作品世界
を「生産」すべく， 「選び取られた現象｣戸即ちウエスト ・エッグとイース
ト・エッグという 「二つの奇妙な形をした土地」に関して如何なる「情報」
をその「地図の上に描き込んで」いるのであろうか。
ニックは彼の地図に二つの「情報」を描き込むことで， それを「世界像

の生産の場」 としている。
彼はまず最初の「情報」を地図に付与する為の布石を，第一章に置いて

いる。彼は帥’図卜のウエスト ・エッグの方には「ノルマンディのどこかの
市庁にそっくり」 (p.8)の豪壮なギャツビー邸を， そしてイースト・エッグ
の方には「白く輝く殿堂」(p.8)の如きデイジーの住むブキャナン夫妻邸を
描き込むのだ。そしてこれ等の布石は第四章においてその効力を発揮する
ことになる。
東部社会の生活にも徐々に慣れ，ギャツビー邸で夜毎開催される豪勢な

パーティへも二度ばかり足を運んだ頃，ニックは第四章においてジョーダ
ン(JordanBaker)と午後の語らいのひとときを持つことになる。その時彼
は， ギャッビーとデイジーの双方と面識のある彼女から，彼等二人の関係
を聞かされることになるのだ。
ギャッビーとデイジーが五年前に恋に落ちていたこと，二人が恋に落ち
て間もなくギャツビーが戦地に赴き故国を離れたのを契機に，彼女の心が
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揺らぎ始めたこと，やがてデイジーの夫となるトム(TomBuchanan)の出
現で， ギャッビーの愛は成就を阻まれたこと等力叡明かされた後に，二人の
関係に纏わる注目すべき事実が露顕することになる。
五年も前にその愛の成就を阻まれるも， ギャツビーは未だにデイジーヘ
の恋慕の情に胸を焦力ぎしているというのだ。この事実の露顕に先述の布石
が寄与することになる。かつての恋人同士が， 「形ばかりの入江」を挟んで
相対I時する土地にそれぞれ居を構えている不可思議。それに対するニック
の言及に端を発し， この事実は次の様に露顕するのである。

"Itwasastrangecoincidence,"Isaid.
"Butitwasn'tacoincidenceatall."

(4Whynot?"
:#GatsbyboughtthathousesothatDaisywouldbejustacrossthe
bay." (p.62)

「デイジーが居る所(イースト・エッグ)が入江のすぐ･向こう側になる」 と
いう只それだけの理由で， 巨費を投じウエスト ・エッグに大邸宅を構えた
ギャツビー。彼の豪壮な邸宅は， 「不思議な巡り逢い」によってではなく明
確な目的のもとに， イースト ・エッグのブキャナン夫妻邸と 「入江」を挟
んで向かい合っていたのだ。それはブキャナン夫妻邸を見据えるべく， ウ
エスト ・エッグに鎮座していたのである。
デイジーとの関係を「何もかも以前(二人が恋人同士だった五年前)と全
く同じにして見せます」 (p.86)とニックに|折言してみせたギャツビ－だｶｶ，
五年前に愛の成就を阻まれるも，彼女に寄せる慕情は今まで色拠せること
なく命脈を保ち続けていたのだ。デイジーとやがては再会を果たし，一度
は潰えた愛を再生させようという切なる想い。ギャツビーの胸の内で沸沸
と沸き返っていたそれが，彼の豪壮な邸宅をウエスト ・エッグに現出させ
たのだ。
「二つの奇妙な形をした土地」が豪著な邸宅をそれぞれに擁するに至っ

たこうした経緯， それに思いを馳せつつ，先に掲げたニックの地図を眺め
るならば， もはやその地理的構図を「地図が描き取った対象としての世界
の文字通りの『再現』」と見倣すことは出来まい。我々は地図上でイースト・
エッグと相対時するウエスト ・エッグから響き渡るこの地の底流一デイ
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ジーとの再会及び愛の再生を「結末に至るまでそっくり夢に描き， それを
いわば，思考を絶する激しさで歯を食いしばり待ち構えた」 (P.72)ギャツ
ビーの切なる想い－の轟々たるⅡ包曄を， どうしても聞いてしまうのであ
る。我々は弛図卜に描き出された地理的構図と彼等二人の関係とを重ね合
わせずにはおられぬのだ。
以上のことから， 冒頭で差し出されたニックの地図が， そこに映し出し
ていたもの力罫明らかとなろう。一見ありふれた地形図の如きに見えるも，
そこでは， ウエスト・エッグはギャツビーを， イースト・エッグはデイジー
を， そして二つの土地の間に割って入る 「形ばかりの入江」は二人の隔た
りを表象していたのである。冒頭で提示されたニックの地図， それはその
地理的構図を用いて， ギャツビーとデイジーの関係を表象していたのだ。
だが，ギャツビーとデイジーの関係は，地図が提示された第一章の時点
における状況一ギャツビーが彼女との再会を希求するも， それ力ざ叶わぬ
状態一に終始してはいない。 『偉大なるギャツビー』とは彼等二人の愛の
行方を描いたジャズ・エイジの恋愛絵巻であり，二人の関係は当然のこと
ながら，作品の展開に伴い変化を遂げてゆく。そしてニックの地図もまた
それを読者に伝える為， それに合わせて変容するのだ。つまりニックの地
図とは，二人の愛の行方を描いたこのジャズ・エイジの恋愛絵巻を旅する
(読む）読者の旅(解釈）の指針となるべく， その地理的構図を変容させる
ことで，二人の推移してゆく関係の表象，換言すればデイジーの許への
ギャツビーの到達の度合いの表象として機能するのである。
その地理的構図を変容させながら， ギャツビーとデイジーの推移する関

係を表象する地図一これが， 「地図作製者｣ニックが彼の地図に描き込む
第一番目の「情報」なのだ。
その証左を我々は，第一章と第五章における二つの場面の対照の内に認

めることが出来る。この二つの場面において「地図作製者」ニックは，彼
の地図の三次元的態様，即ちウエスト・エッグを基点としたイースト・エッ
グの眺望をそれぞれ提示し，両者の対照の内に彼が地図に描き込んだ第一
番目の「情報」を例示してみせるのだ。
ブキャナン夫妻より， ジョーダンも交えての歓待を受けたニックは，夫

妻宅を独り辞した後，第一章の結末においてウエスト ・エッグの自宅に辿
り着く。 ここで彼は，次の様に隣人ギャツビーの姿を初めて垣間見ること
になるが， この謎めくも哀切に美しく彩られた場面において， まず最初の
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彼の地図の三次元的態様一一ウエスト・エッグを基点としたイースト・エッ
グの眺望一力雰示される。

. ． .whenlreachedmyestateatWestEgglranthecarunderitsshed
andsatforawhileonanabandOnedgrassrollerintheyard...The
silhouetteofamovingcatwaveredacrossthemoonlightandturning
myheadtowatchitlsawthatlwasnotalone-fiftyfeetawaya
figurehademergedfromtheshadowofmyneighbor'smansionand
wasstandingwithhishandsinhispocketsregardingthesilverpepper
ofthestars.Somethinginhisleisurelymovementsandthesecure
positionofhisfeetuponthelawnsuggestedthat itwasMr.Gatsby
himself, comeout todeterminewhatsharewashisofour local
l

neavens、

Idecidedtocalltohim.MissBakerhadmentionedhimatdinner,
andthatwoulddoforanintrOduction. Butldidn'tcalltohimforhe

gaveasuddenintimationthathewascontent tobealone-he
stretchedouthisarmstowardthedarkwaterinacuriousway,and
faras lwasfromhim, Icouldhaveswornhewas trembling.
Involuntarilylglnacedseaward-anddistinguishednothingexcepta
singlegreenlight,minuteandfaraway,thatmighthavebeentheend
ofadock.WhenllookedoncemoreforGatsbvhehadvanished､and

Iwasaloneagainintheunquietdarkness. (p.20)

ロング・アイランドの初夏の明るい星空のもと，共にウエスト ・エッグの
地に立つギャツビーとニック。ギャツビーが「両手をさしのべ」る方向に
ニックが捉えた「暗い海」の彼方に明滅する「緑色の光」とは，対岸はイー
スト ・エッグのブキャナン夫妻邸の桟橋に点る「緑色の電燈」に他ならな
い。

この時点では， ギャツビーはまだデイジーとの再会を遂げてはいない。
そんな二人の関係一デイジーの許への到達の保留一をニックの地図力罫
表象していることは， 引用でニックが提示するその三次元的態様を見れば
一目瞭然であろう。先述の通りニックの地図上ではウエスト ・エッグは
ギャツビーを， イースト・エッグはデイジーを， そして「形ばかりの入江」
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は二人の隔たりを表象していたことを今一度思い返したい。 「暗い海」の介
在によりウエスト・エッグとは隔てられ， その対岸に置かれた「緑色の光」
の点るイースト ・エッグ。 こうしたニックの地図の三次元的態様は， この
時点の二人の関係と確かに一致しよう。
だが二人の関係は， このような形を終始堅持するわけではない~･作品の

展開に伴い推移するそれは，第五章において大きく変化する。 ここでギャ
ッビーは遂に念願叶い，彼女との再会を果たすのだ。そしてこの時点にお
ける二人の関係一デイジーの許への到達の完遂一を表象すべ〈，ニッ
クの地図は劇的な変容を遂げることになる。
同章でニックは， ギャツビーの依頼を受け，二人の再会のお膳立てを引
き受けている。その甲斐あって五年ぶりの再会が実現する力37 ここでニッ
クは彼等二人と共に， ギャツビー邸より 「海峡」を眺め，再び彼の地図の
三次元的態様一一ウエスト ・エッグを基点としたイースト ・エッグの眺望
一を提示するのだ。

Afterthehouseweweretoseethegroundsandtheswimmingpool
and thehydroplane and themidsummer flowers-but outside
Gatsby'swindowitbegantorainagainsowestoodinarowlooking
atthecorrugatedsurfaceoftheSound.
"Ifitwasn'tforthemistwecouldseeyourhomeacrossthebay, ''

saidGatsby. "Youalwayshaveagreenlightthatburnsallnightat
theendofvourdock."

Daisyputherarmthroughhisabruptly...(p.73)

まるで再会に漕着けたギャツビーの労を槁うかの様に彼の腕を取るデイ
ジーと， そんな二人を見守る「地図作製者」ニック。ギャツビーは感慨も
一入に， 「霧ｶｺなければ入江の向こうにあなたの家力：見えたのですｶｶ」と漏
らす力ざ，確かにこの時，三人の眼前には雨のそぼ降る水面が広がるばかり
で，対岸の眺望は叶わない。だ力罫我々はこのギャッビーの言葉を鵜呑みに
してはなるまい。なぜならウエスト ・エッグを基点としたイースト ・エッ
グの眺望を試みたにも拘らず， ここでそれを対岸に眺望出来ぬのは，彼の
言う霧の所産などでは決してないからだ。それはこの時点における二人の
関係一デイジーの許への到達の完遂一に誘発された，ニックの地図の



『偉大なるギャツビー』に関する一考察 51

変容に起因するのである。
ギャツビーにより完遂されたデイジーの許への到達一これを表象すべ

く ， ニックの地図は変容を遂げる。 この時，地図上には「二つの奇妙な形
をした土地」 もそれ等の間に割って入る「形ばかりの入江」 ももはや存在
しない。 というのも， ギャツビーの表象であるウエスト・エッグは， 「形ば
かりの入江」に表象される二人の隔たりを埋め，デイジーの表象である
イースト ・エッグに到達， それとの合一を遂げ，両者は今や一つの土地と
化しているのである。対岸にイースト ・エッグを眺望出来ぬのは， それが
今や対岸ではなく ， ギャツビーの足下となっているからなのであり， こう
したニックの地図の三次元的態様もまた， この時点での二人の関係と寸分
違わず符合していると言えよう。
その地理的構図を変容させな力罫ら，ギャツビーとデイジーの推移する関

係を表象する地図一この様な第一番目の「情報」を地図に描き込んだ
ニックは， これに立脚する形で残る第二番目の「情報」を地図に付与して
いる。主人公ギャツビーのヴィジョン，即ちヒロイン，デイジーの虚像と
実像を反映する地図一というのがそれである。
先述の通り，第一章においてニックの地図は，デイジーの許へのギャツ
ビーの到達の保留を表象していた。 この時デイジーを表象するイースト ・
エッグがギャツビーを表象するウエスト ・エッグの対岸にある証しとして，
ブキャナン夫妻宅の桟橋の「緑色の光」が「暗い海」の向こうで明滅して
いたのは先の引用で見た通りである。その引用に関して改めて注目すべき
は， この光にいざなわれ対岸を「暗い海」の向こうに眺望したギャツビー
カざ， 「自分独りで満足しているのだという気配を漂わせ｣，遠目にも分かる
ほどに身をうち'|粟わせていたことだ。つまりこの時，地図上のイースト ・
エッグはそれを眺望するギャツビーに，身も'l粟えんばかりの満足感を与え
ていたことになる。
一方，第五章においてニックの地図は，デイジーの許への到達の完遂を

表象し， ウエスト ・エッグはイースト ・エッグとの合一を遂げていた。だ
力ぎここで注意すべきは,合一されギャツビーの足下となったイースト・エッ
グは， もはや彼の内に強烈な満足感を沸き立たせることはなく， それどこ
ろかそれとは対照的なものを彼に甘受させてしまうことであろう。二人の
再会のお膳立てを整えるという大任を無事果たし，ギャッビー邸を辞去し
ようとしたニックは， それを次の様に捉えている。
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Aslwentover tosaygoodbyelsawthat theexpressionof

bewildermenthadcomebackintoGatsby'sface, asthoughafaint

doubthadoccurredtohimastothequalityofhispresenthappiness.
/ 局『一､

(p. /Dノ

ニックの地図上でウエスト ・エッグに合一されるイースト ・エッグ。それ
は「現在の幸福の本質｣，即ち今や足下となったそれに対する「困惑」と｢疑
念」をギャツビーに甘受させているのである。
二人の推移する関係，即ちデイジーの許へのギャツビーの到達の度合い
を表象するニックの地図。それが到達の保留を表象しウエスト ・エッグの
対岸にイースト ・エッグを置く時， それを眺望したギャツビーは強烈な満
足感を享受し， それ力ざ到達の完遂を表象しウエスト ・エッグとイースト ・
エッグを合一させる時， それを足下にしたギャツビーは「困惑」と「疑念」
を甘受せねばならない。対岸に位置する時と足下に置かれる時とでは， そ
れぞれ異質なものをギャツビーに与えるイースト ・エッグ。第一章と第五
章においてニックの地図に描かれた，デイジーの表象としてのイースト ・
エッグは， それぞれ互いに異なるものとしてギャツビーの瞳に映じていた
のだ。つまりニックの地図は，ギャツビーの瞳に映じた二つの異なるイー
スト ・エッグ像一ギャツビーのヴィジョン，即ちそれが表象するデイ
ジーの虚像と実像一をもそこに映し出していたのである。
それでは地図上に映し出される二つの異なるイースト ・エッグ像とは，

如何なるものなのであろうか。
第五章のニックの地図上でイースト ・エッグカゴギャツビーの足下に置か
れることを示唆するギャツビーの言葉一｢霧がなければ入江の向こうに
あなたの家が見えたのですが…お宅の桟橋の突端に， いつも夜通し緑色の
電灯が点っているでしょう」－を受けてニックは，ギャツビーのヴィ
ジョンを探るべく，次の様にその胸中奥深〈へと分け入ってゆく。

…｢Gatsbvlseemedabsorbedinwhathehadiustsaid. Possiblvit

hadoccuredtohimthatthecolossalsignificanceofthatlighthadnow
vanishedforever.Comparedtothegreatdistancethathadseparated
himfromDaisyithadseemedveryneartoher,almosttouchingher.
Ithadseemedascloseasastartothemoon. Nowitwasagaina
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greenlightonadock・Hiscountofenchantedobjectshaddiminished
byone. (p.73)

引用に色濃く漂うギャツビーの哀惜の念， それは，デイジーの表象であ
るイースト ・エッグから今まさに落剥せんとする「心を魅惑するもの」 と
してのその形相に向けられている。第一章でギャツビーが強烈な満足感に
独り身をうち'|粟わせたのも，第五章で彼が「困惑」 と 「疑念」を甘受せね
ばならなかったのも，全てはそこに点る「緑色の光」に集約される通り，
イースト ・エッグがこの「心を魅惑するもの」 としての形相を帯びるか，
それが落剥し「二つの奇妙な形をした土地」の片割れという，本来の凡俗
な実像を晒すかに係わるのだ。 「心を魅惑するもの」としての形相を帯びた
イースト ・エッグの方は第一章のニックの地図上に， そしてそれが剥離し
卑小な実相を晒すイースト ・エッグの方は第五章のニックの地図上に， そ
れぞれ映し出されていたこと，更にこの二つの異なるイースト ・エッグ像
がギャツビーのヴィジョン，即ちそれが表象するデイジーの虚像と実像で
あることは言うまでもなかろう。
~以上の様にr心を魅惑するもの」 としての形相を帯びたイースト ・エッ
グと， 「二つの奇妙な形をした土地」の片割れという実相を晒すイースト・
エッグという，二つのイースト ・エ､ソグ像が地図上に映し出されていたわ
けだが，後者はともかく ，前者の具体像とは一体如何なるものなのであろ
うか。
ニックはr地図作製者」 として， それを作品の結末で明らかにしている。
ここで彼はその具体像を明示すべく，第一章で既に提示済みのデイジーの
許へのギャツビーの到達の保留を表象した地図の三次元的態様を，廠秋の
ロング・アイランドの月夜を背景に，時空を超えた壮大なスケールのもと
再提示するのだ。
ギャッビーの死後，東部社会と訣別し中西部の故郷へ戻ることを決意し

たニックは，ウエスト・エッグで過ごす最後の晩に，主を失ったギャツビー
邸を独り訪れる。敷地の中を「ぶらぶらと浜辺の方へ歩いて行き，砂浜の
上に長々と寝そく」 (p.140)ると，彼は夜の帳の下りた「海峡」の方角に目
を向ける。するとやがて彼の眼前で，崇高なまでの美しさを湛えた場面が，
月明りのもと次の様に幕を開ける。
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Mostofthebigshoreplaceswereclosednowandtherewerehardly

anylightsexcepttheshadowy,movingglowofaferryboatacrossthe

Sound.Andasthemoonrosehighertheinessentialhousesbeganto

meltawayuntilgraduallylbecameawareoftheoldislandherethat

HoweredonceforDutchsailors'eyes-afresh,greenbreastofthe

newworld...; foratransitoryenchantedmomentmanmusthave

heldhisbreathinthepresenceofthiscontinent, compelledintoan

aetheticcontemplationheneitherunderstoodnordesired,facetoface

forthe last timeinhistorywithsomethingcommensuratetohis
capacitvforwonder.

Andaslsatthere,broodingontheoldunknownworld､ Ithought
ofGatsby'swonderwhenhefirstpickedoutthegreenlightattheend
ofDaisy'sdock. (pp.140-141)

まず我々は， ここでニックがウエスト・エッグのギャツビー邸から「海峡」
の方角を眺望していることを見落としてはなるまい。 しかも 「海峡」の向
こうには「消えて構わぬ家々」が，即ち対岸に付置するイースト ・エッグ
が存在していることから， 引用の場面が，第一章で提示された，デイジー
の許への到達の保留を表象する地図の三次元的態様の再提示であることが
窺えよう。
ギャツビー邸の砂浜から「海峡」の彼方を望見するニック。すると彼の

眼前で，対岸に位置するイースト ・エッグの「消えて構わぬ家々」が月の
光のもと溶解消失し， 「暗い海」の上に「オランダの船乗り達の眼にかつて
花の如く映ったこの島の昔の姿一一新世界の初々しい緑の胸」がゆらゆら
と幻出する。そしてニックはこの「古の未知なる世界｣－かつてそれを
前にした者に「束の間， ‘|光惚とし息を呑」ませた「新世界の初々しい緑の
胸｣－から， ギャツビーがウエスト・エッグの邸宅より「初めてデイジー
の家の桟橋の突端に緑色の光を目にした時の彼の驚1響」を想起することで，
｢オランダの船乗り達」のヴィジョンとギャツビーのそれとを等号で結ぶ
のである。第一章の地図の三次元的態様の提示の場面において， ギャツ
ビーが身をうち‘|粟わせるほど強烈な満足感を享受していたのは， このヴィ
ジョンの共有に起因するのだ。
ここに， 「心を魅惑するもの」 としての形相を帯びたイースト・エッグの
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具体像が明らかになろう。それは引用に示される通り， 「二つの奇妙な形を
した土地」の片割れから「人類最後の， そして最大の夢」 (p.141)の受け皿
とでも言うべき，かつての新大陸アメリカに転じていたのである。そして
それに表象されるデイジーもまた， これと同じ「人類最後の， そして最大
の夢」を坊佛させる様な「心を魅惑するもの」 としての虚像が与えられる
ことになる。地図が表象した通り，デイジーの許への到達を保留され彼女
と相見えること力ざ叶わなかったギャツビーは， その脳裏で彼女を「創造的
情熱を傾け｣(p.75)美しく飾り立て，遂には， その名が示唆する通り， 「新
世界の初々しい緑の胸」にやさしく抱かれる一輪の「ヒナギク」の花にま
で昇華してしまったのである｡s）
一方，第五章においてデイジーの許への到達の完遂が表象されるニック

の姉‘図tでは先述の通り， イースト ・エッグから「心を魅惑するもの」 と
しての形相が落剥し， その卑小な実相力罫晒される。 イースト ・エッグによ
り表象されるデイジーも当然のことなｶｺら同章で， その「心を魅惑するも
の」 としての虚像一｢新世界の初々しい緑の胸」に抱かれる「ヒナギク」
の花一を引剥がされ，同じくその卑小な実像が晒されることになる。
再会の歓喜の余韻も覚め遣らぬうちにギャツビーは，豪壮な屋敷をはじ
め様々な高価な所有物をデイジーに誇示し，強大な富の力を示威してゆく。
その際に彼力ざ英国仕立てのワイシャツを次から次へと彼女の前に放り投げ，
｢柔らかな豪著な山｣(p.72)を栫えてみせると，彼女はその富に裏打ちされ
た物質的充足の前に， いとも簡単に平伏してしまうのだ。

[Gatsby] tookoutapileofshirtsandbeganthrowingthemoneby
onebeforeus, shirtsofsheer linenandthickSilkandfineilannel
whichlosttheirfoldsastheyfellandcoveredthetableinmany-
coloreddisarray.Whileweadmiredhebroughtmoreandthesoft
richheapmountedhigher-shirtswithstripesandscrollsandplaids
incoralandapplegreenandlavenderandfaintorangewithmono-
gramsoflndianblue・ SuddenlywithastrainedsoundDaisybenther
headintotheshirtsandbegantocrystormily.
"Theyaresuchbeautifulshirts,"shesobbed,hervoicemufHedin

thethickfolds. "Itmakesmesadbecausel'veneverseensuch-
suchbeautifulshirtsbefore." (pp.72-73)
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同章においてギャツビーは， 「創造的情熱を傾け」その脳裏で彼女を美しく
飾り立てたりはしない。ニックの地図が表象する通り，デイジーとの再会
を果たし「かたときも彼女から眼をはなさず」 (P.72)ともいられる彼には，
もはやその必要がないのだ。すると引用の様に彼女は，忽ち余りに凡俗な
実像を晒すことになる。
莫大な富という豊富な源泉から遡り出る色鮮やかな泉の如きワイシャツ
の山の中に，顔を埋めて「金にあふれた｣~ (p.94)声を震わせ泣きじゃくる
デイジー。彼女はここで，人々が「成功や失敗，美徳までも，金銭の価で
測る様に教え込まれていた｣6)20年代アメリカ社会にあっては余りにあり
ふれた実相を，即ち金銭物質万能主義の時代の申し子としての実像をさら
け出していると言えよう。デイジーとの再会を遂げたギャッビーカぎ甘受せ
ねばならなかった「困惑」や「疑念｣， それらは「人類最後の， そして最大
の夢」を祐佛させたその虚像に比して，余りに凡俗なこうした実像の露顕
に起因していたのである｡

＊ ＊ ＊

以上の様に冒頭で一枚の地図を提示したニックは， 「地図作製者」として
それに二つの「情報」を描き込むことで， ギャッビーとデイジーの関係の
推移を，更にはギャッビーのヴィジョンーデイジーの虚像と実像一を
もそこに反映させ， 『偉大なるギャツビー』という一個の作品世界を地図'三
においても 「生産」 していたのである。
作品の冒頭でニックが唐突にも差し出した一枚の地図， そこには，現代
アメリカ文学の不朽の名作を丸ごと反映し得る，壮大なる潜在能力ｶｺ秘め
られていたのだ。
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1） 『偉大なるギャツビー」からの引用は次の版を使用した。F.ScottFitzger-
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Press, 1991) 本文中の括弧内のページ付けはこの版による。 また本文中
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『偉大なるギャッビー』に関する一考察 反ワ
Jj

4) Ibid.,pp.5455.
5)cf.RichardLehan,T"G""Qzためﾉ;T"2〃糀"S"Wb"火γ, (Boston:
TwaynePublishers, 1990)p.65.

6)MalcolmCowley, "Fitzgerald:TheRomanceofMoney," inF.Sco"
尻ｵZga'rz", ed・HaroldBIoom(NewYork:ChelseaHousePublishers,
1985)p.61.


